
安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―

佐

藤

博

信

は

じ

め

に

な
か
や
つ

安
房
妙
本
寺
（
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
吉
浜
字
中
谷
）
の
住
持
日
我
（
永
正
五
年
〈
一
五
〇
八
〉
〜
天
正
十
四
年
〈
一
五
八
六
〉

十
一
月
十
一
日
）
は
、
京
都
要
法
寺
（
京
都
市
左
京
区
）
の
日
辰
（
永
正
五
年
八
月
二
十
六
日
〜
天
正
四
年
十
二
月
十
五
日
）
と
「
東

我
西
辰
」（「
西
辰
東
我
」
と
も
）
と
称
さ
れ
る
戦
国
時
代
の
富
士
（
日
興
）
門
流
を
代
表
す
る
日
�
僧
・
学
僧
で
あ

（
１
）
る
。

と
す
れ
ば
、
多
く
の
著
書
・
蔵
書
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
著
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に

紹
介
さ
れ
て
い
る

（
２
）
が
、
蔵
書
に
つ
い
て
は
な
お
未
検
討
な
状
態
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
如
何
な
る
書
籍
群
で
あ
っ
た
の
か
は
、
中

世
の
知
識
人
た
る
僧
侶
の
知
的
源
泉
を
確
認
す
る
意
味
で
も
、
興
味
深
い
問
題
で
あ

（
３
）
る
。
小
論
で
検
討
す
る
所
以
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
妙
本
寺
と
い
う
寺
院
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
と
分
か
ち
難
く
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
含
め

て
総
体
と
し
て
、
日
�
宗
寺
院
・
僧
侶
の
蔵
書
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
宗
祖
日
�
の
蔵
書
の
有
り
様
の
一
端
は
、
慶

長
八
年
（
一
六
〇
三
）
十
月
十
五
日
付
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録＝

乾
師
目
録
（
身
延
山
久
遠
寺
蔵
）
に
窺
わ
れ
る
し
、
ま
た
南

北
朝
時
代
の
中
山
法
華
経
寺
の
住
持
日
祐
（
永
仁
六
年
〈
一
二
九
八
〉
〜
応
安
六
年
〈
一
三
七
四
〉
五
月
十
九
日
）
段
階
の
そ
れ
は
、

（１２３）



康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
二
月
九
日
付
本
尊
聖
教
録
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
）
に
よ
っ
て
大
略
知
ら
れ
（
４
）
る
。

第
一
章

「
い
ろ
は
字
」
編
纂
の
前
提

ま
ず
、
日
我
が
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
三
）
二
月
以
降
執
筆
を
始
め
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
十
二
月
十
日
に
完
成
さ
せ
た

古
辞
書
「
い
ろ
は
字
」
上
下
二
巻
の
う
ち
、
現
存
す
る
下
巻
に
出
典
書
名
の
あ
る
も
の
は
、
鈴
木
博
『
妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
い
ろ
は

字

影
印
・
解
説
・
索
引
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
四
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
漢
籍
・
国
書
（
和
書
）・
仏
書
併
せ
て
二
十
四
点
に

え
き
き
ょ
う

も
う
し

ら
い
き

も
ん
ぜ
ん

す
ぎ
な
い
。
内
訳
は
、
漢
籍＝
「
易
経
」「
毛
詩
」「
礼
記
」「
論
語
」「
孟
子
」「
荘
子
」「
千
字
文
」「
史
記
」「
漢
書
」「
文
選
」「
遊

じ
ょ
う
が
ん
せ
い
よ
う

仙
窟
」「
貞
観
政
要
」「
白
楽
天
作
文
」
の
十
三
点
、
国
書＝

「
日
本
紀
」「
万
葉
集
」「
伊
勢
物
語
」「
古
今
集
」「
源
氏
物
語
」「
平

家
物
語
」「
八
雲
御
抄
」「
太
子
伝
」「
職
原
抄
」「
曾
我
物
語
」
の
十
点
、
仏
書＝

「
法
花
音
義
」
の
一
点
で
あ
る
。

次
い
で
、
法
華
経
の
語
句
を
解
説
す
る
た
め
に
要
文
を
蒐
集
し
た
、
日
我
筆
と
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
る
妙
本
寺
蔵
「
弘
通
要
文
集
」
上

巻
（
写

（
５
）
本
）
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
い
ろ
は
字
」
編
纂
と
深
い
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
漢
籍＝

「
大

も
う
ぎ
ゅ
う

学
」「
論
語
」「
孟
子
」「
中
庸
」「
毛
詩
」「
尚
書
」「
周
易
」「（
春
秋
）
左
伝
」「
礼
記
」「
蒙
求
」「
千
字
文
」「
胡
曽
史
」（
胡
曽
詩
）

「
史
記
」（「
十
二
本
記
」「
十
表
」「
八
書
」「
三
十
世
家
」「
七
十
列
伝
」）「
漢
書
」「
後
漢
書
」「
文
選
」「（
白
氏
）
文
集
」「（
元
氏
）

じ

が

し
ん

き

文
集
」「
爾
雅
」「
老
子
経
」「
貞
観
政
要
」「
類
林
」「
老
子
伝
」「
初
学
純
」（
初
学
記
）「
列
子
」「
荘
子
」「
臣
軌
」「
帝
範
」
の
二

十
八
点
、
国
書＝

「
日
本
記
」「
続
文
粋
」「
日
本
後
記
」「
続
記
後
記
」「
続
日
本
後
記
」「
文
徳
実
録
」「
三
大
実
録
」「
類
聚
国
史
」

ほ
ん
ち
ょ
う
れ
い
そ
う

「
本
朝
麗
藻
」
の
九
点
、
仏
書＝

「
正
法
華
経
」「
薩
曇
芬
陀
利
経
」「
法
華
三
昧
経
」「
方
等
法
華
経
」「
妙
法
蓮
華
経
」「
添
品
法
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華
経
」
の
六
点
、
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
を
併
せ
る
と
、
漢
籍＝

「
易
経
」「
毛
詩
」「
礼
記
」「
論
語
」「
孟
子
」「
荘
子
」「
千
字
文
」「
史
記
」「
漢
書
」「
文
選
」

「
遊
仙
窟
」「
貞
観
政
要
」「
白
楽
天
作
文
」＝

「（
白
氏
）
文
集
」「
大
学
」「
論
語
」「
孟
子
」「
中
庸
」「
尚
書
」「
周
易
」「（
春
秋
）

左
伝
」「
蒙
求
」「
胡
曽
史
」（
胡
曽
詩
）「
史
記
」（「
十
二
本
記
」「
十
表
」「
八
書
」「
三
十
世
家
」「
七
十
列
伝
」）「
後
漢
書
」「（
元

氏
）
文
集
」「
爾
雅
」「
孔
子
経
」「
貞
観
政
要
」「
類
林
」「
老
子
伝
」「
初
学
純
」（
初
学
記
）「
列
子
」「
臣
軌
」「
帝
範
」
の
三
十
四

点
、
国
書＝

「
日
本
紀
」「
万
葉
集
」「
伊
勢
物
語
」「
古
今
集
」「
源
氏
物
語
」「
平
家
物
語
」「
八
雲
御
抄
」「
太
子
伝
」「
職
原
抄
」

「
曾
我
物
語
」「
続
文
粋
」「
日
本
後
記
」「
続
記
後
記
」「
続
日
本
後
記
」「
文
徳
実
録
」「
三
大
実
録
」「
類
聚
国
史
」「
本
朝
麗
藻
」

の
十
八
点
、
仏
書＝

「
法
花
音
義
」「
正
法
華
経
」「
薩
曇
芬
陀
利
経
」「
法
華
三
昧
経
」「
方
等
法
華
経
」「
妙
法
蓮
華
経
」「
添
品
法

華
経
」
の
七
点
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
併
せ
て
、
五
十
九
点
と
な
る
。

こ
の
な
か
で
、
本
来
外
典＝

漢
籍
・
国
書
よ
り
も
多
く
存
在
し
た
に
違
い
な
い
内
典＝

仏
書
が
、
ご
く
一
部
し
か
確
認
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
辞
書
の
編
纂
と
い
う
所
期
の
目
的
と
関
わ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
大
凡
の
傾
向
の
把
握
に
留
ま
る
と
す
べ
き
で
あ

（
６
）
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
漢
籍
の
多
さ
は
、
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
四
書
・
五
経
・
三
経
を
始
め
、
辞
書
類
・
教
科
書
類
な
ど
基
本
的
な

文
献
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
注
目
さ
れ
る
。
在
地
寺
院
と
し
て
の
妙
本
寺
の
一
面
と
、
当
時
の
僧
侶＝

知
識
人
と
し
て
の
普

遍
的
な
学
問
の
有
り
様
の
一
面
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。
日
我
も
漢
詩
を
よ
く
し
た
こ
と
は
、「
唯
我
尊
霊
百
日
記
」
や
「
日
我
上

人
御
臨
終
記
」（
辞
世
の
一
句
）
な
ど
随
所
に
窺
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
、
辞
書
編
纂
と
の
関
わ
り
で
み
え
た
日
我
の
蔵
書
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
さ
え
、
下
記
の
様
な

困
難
な
条
件
下
で
「
類
聚
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
の
奥
書
に
「
於
東
西
都
鄙
、
求
学
之
内

（１２５）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
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―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



外
典
、
其
員
繁
多
、
爰
総
房
両
州
之
堺
金
谷
籠
城
、
于
時
天
文
癸丑
七
月
十
三
夜
、
竊
士
侵
味
（
実
）
城
、
放
兵
火
、
因
茲
諸
（
書
）

籍
悉
焼
亡
、
同
甲寅
二
月
以
来
、
或
�
字
抄
之
切
湍
、
或
任
他
人
之
口
説
、
且
為
小
性
教
訓
、
且
為
当
宗
頑
愚
、
類
聚
之
」「
文
庫
焼

却
」
と
み
え
、
ま
た
日
我
「
一
流
相
伝
大
事

（
７
）
私
」
に
「
天
文
二
十
二
年
癸丑
六
月
二
十
六
日
房
州
逆
乱
相
起
、
同
七
月
十
三
夜
於
金
谷

城
、
当
寺
世
出
道
具
悉
焼
失
畢
、
聖
教
櫃
・
皮
籠
・
笈
、
牛
十
駄
余
焼
失
、
依
之
聖
教
・
俗
書
無
所
持
耳
」「
諸
冊
子
、
於
金
谷
城

為
灰
燼
」「
諸
聖
教
、
於
金
谷
城
焼
亡
」
と
み
え
、
さ
ら
に
「
里
見
義
堯
室
追
善
記
」（『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
３
（
県
内
文

書
２
）』
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
「
御
文
天
文
廿
二
年
七
月
廿
（
十
）
三
夜
金
谷
実
城
ニ
テ

、
悉
焼
失
」、「
我
邦
雑
記
」（
同
上
）
に

「
三
信
記
ト
テ
物
本
一
巻
作
テ
有
シ
ヲ
カ
ナ
ヤ
（
金
谷
）
ニ
テ
ヤ
ク
」、「
観
略
大
綱
聞
書
」（
要
山
蔵
書
目
録
）
に
「
正
本
於
金
谷

焼
失
之
処
、
以
此
本
納
置
処
也
、
日
我
（
花
押
）」
な
ど
と
み
え
る
か
ら
で
あ

（
８
）
る
。

す
な
わ
ち
、
日
我
は
、
籠
城
し
た
金
谷
城
で
持
ち
込
ん
だ
妙
本
寺
の
諸
道
具
・
仏
具
の
み
な
ら
ず
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
、

そ
の
困
難
の
な
か
で
、
ま
ず
基
本
的
な
文
献
と
な
る
「
い
ろ
は
字
」
の
編
纂
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
困
難
さ
は
、「
聖
教
」

さ
え
「
牢
人
之
内
、
北
郡
平
久
里
郷
犬
懸
村
仁
天

台
当
二
家
之
聖
教
之
端
々
見
当
処
、
当
家
者
愚
思
出
次
第
任
筆
」
と
述
べ
る
程
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
閲
覧
・「
類
聚
」の
う
え
で
本
寺
妙
本
寺
・
末
寺
・
旦
那
の
み
な
ら
ず
他
門

（
９
）
流
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

第
二
章

現
存
「
曾
我
物
語
」
な
ど
と
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
果
た
し
て
妙
本
寺
に
現
存
す
る
の
か
否
か
で
あ
る
。
そ
の
点
、
日
我
は
、
永
禄
十
年
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え
し
き

や
つ
や
ま

（
一
五
六
七
）
十
月
十
三
日
（
宗
祖
日
�
忌＝

お
会
式
）
に
谷
山
妙
顕
寺
（
鋸
南
町
吉
浜
字
谷
山
、
現
在
は
鋸
南
町
大
六
に
所
在
）

に
隠
居
し
た
際
に
、
私
物＝

「
本
尊
・
聖
教
・
笈
五
丁
・
櫃
入
物
十
斗
」
を
持
参
し
、
そ
の
一
部
は
「
手
ツ
カ
ラ
虫
干
ヲ
メ
サ
レ
」

た
と
い
う
（「
日
我
上
人
御
臨
終
記
」『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
５
（
県
外
文
書
２
・
記
録
典
籍
）』
二
〇
〇
五
年
三
月
）。
し
か

も
、
そ
れ
ら
を
死
去
後
に
「
僧
衆
・
旦
那
・
ヨ
シ
（
縁
）
方
」
に
形
見
分
け
す
る
様
に
指
示
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
大

略
は
、
そ
の
後
に
散
逸
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
日
我
か
ら
妙
本
寺
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
、偶

然
残
さ
れ
た
も
の
、も
と
も
と
妙
本
寺
蔵
の
も
の
、な
ど
、よ
り
限
定
さ
れ
た
伝
来
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。

そ
こ
で
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
と
「
弘
通
要
文
集
」
上
巻
に
み
え
る
書
籍
で
、
現
存
す
る
書
籍
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
例
え

ば
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
に
二
箇
所
引
用
さ
れ
て
い
る
「
職
原
抄
」
で
あ
る
。
現
存
す
る
日
我
「
職
原
抄
私
」
下
巻
に
は
、
奥
書
に

「
永
禄
六
年
壬戌
二
月
下
旬
已
来
九
州
下
向
之
時
、
自
然
執
心
之
方
有
之
者
可
伝
授
、
所
用
而
、
於
路
次
中
、
連
々
書
之
、
上
下
二
帖

草
案
之
功
畢
、
老
眼
与
云
病
気
与
云
、
清
書
�
成
間
、
長
狭
宮
内
�
於

以
両
巻
之
私
、
清
書
也
、
於
路
次
中
モ

帰
寺
之
後
モ

、
競
望
・

念
願
ノ

人
依
無
之
、
不
談
之
、
余
事
ニ

為
末
代
、
清
書
・
書
写
之
本
置
残
処
也
、
仍
示
書
如
件
」
と
み
え
る
の
で
あ
（
１０
）
る
。
日
我
は
、

日
向
下
向
の
際
に
「
職
原
抄
私
」
上
下
二
巻
を
持
参
し
、
そ
の
路
次
中
に
写
本
を
作
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
清
書
を

し
た
の
が
、
長
狭
宮
内
�
で
あ
っ

（
１１
）
た
。

と
す
れ
ば
、
永
禄
六
年
当
時
、
そ
の
底
本
「
職
原
抄
」
上
下
二
巻
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
い
ろ

は
字
」
編
纂
の
際
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
先
述
の
如
く
、
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
を
金
谷
城
で
焼
失
し
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
れ
自
体
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
後
の
「
類
聚
」
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
現
存
す
る
「
職
原
抄

私
」
下
巻
も
、
長
狭
宮
内
�
が
清
書
し
た
写
本
自
体
と
い
う
よ
り
も
ほ
ぼ
同
時
代
（
戦
国
末
期
）
に
弟
子
（
日
恩
か
）
に
よ
っ
て
再

（１２７）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



写
さ
れ
た
古
写
本
（
綴
葉
装
）
の
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
い
ろ
は
字
」
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
「
職
原
抄
」
は
現
存
し

て
い
な
い
。
な
お
、「
執
心
之
方
」
の
存
在
や
そ
の
多
く
の
写
本
・
注
釈
書
の
存
在
は
、「
職
原
抄
」
が
「
古
典
」
と
し
て
、
ま
た
政

道
論
の
専
門
書
と
し
て
、「
貞
観
政
要
」
な
ど
と
並
ん
で
大
い
に
読
ま
れ
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ

（
１２
）
う
。

次
い
で
、「
曾
我
物
語
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」（
十
巻
）
で
あ
る
の
か
否
か
も
、
問
題
で
あ
る
。

確
か
に
真
字
（
名
）
本
と
し
て
名
高
い
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
は
、
日
向
臼
杵
院
四
位
公
日
助
（
日
向
本
東
寺
の
住
僧
な
ら
ん
）

が
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
六
月
二
十
一
日
に
妙
本
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
妙
本
寺
周
辺
は
房
総
里
見
氏
と

後
北
条
氏
と
の
間
で
戦
争
前
夜
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
先
述
の
通
り
、
日
我
自
身
、
上
総
金
谷
城（
千
葉
県
富
津
市
金
谷
）

に
籠
城
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
妙
本
寺
で
の
直
接
授
受
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
む
し
ろ
こ
の
年
月
日
は

日
助
が
日
向
本
東
寺
（
宮
崎
県
延
岡
町
松
山
町
）
に
あ
っ
て
記
し
た
も
の
で
、
実
際
に
日
我
が
受
け
取
っ
た
の
は
、
後
日
で
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
日
我
が
妙
本
寺
に
寄
進
す
る
に
際
し
て
記
し
た
花
押
形
は
、
も
ち
ろ
ん
天
文
二
十
二
年
八
月
段
階
の

も
の
（「
妙
本
寺
文
書
」
一
二
・
三
六
四
）
と
は
微
妙
に
異
な
り
、
そ
の
後
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
両
者
は
、
別
物
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
点
は
、
鈴
木
氏
が
「
い
ろ
は
字
」
引
用

の
「
曾
我
物
語
」（「

ア
レ
ラ
等
」）
に
「
右
に
注
し
て
『
和
字
。
ソ
ガ
ナ
ド
ニ
ヨ
ム
』
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
妙
本
寺
本
曾
我
物
語
』

の
索
引
か
ら
は
『

ア
レ
ラ
等
』
は
検
索
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
と
も
結
び
つ
こ
う
。
そ
の
日
助
が
底
本
と
し
た
「
曾
我
物

お

び

語
」
は
、
不
明
と
さ
れ
る
。
こ
の
寄
進
さ
れ
た
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
三
月
に
は
日
向
飫
肥
（
宮

崎
県
日
南
市
）
藩
主
伊
東
祐
福
家
の
希
求
に
応
じ
て
同
家
に
渡

（
１３
）
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
、
流
転
の
果
て
に
文
化
庁
保
管
（
重

要
文
化
財
）
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
天
文
二
十
三
年
四
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
妙
本
寺
末
駿
河
小
泉
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
久
遠
寺
代
官
日
義
（
後
の
北

お
も
す

山
本
門
寺
日
殿
の
こ
と
）
に
よ
っ
て
「
曾
我
物
語
」
が
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、
現
在
の
北
山
（
重
須
）
本
門
寺
本
「
曾
我

物
語
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
の
転
写
本
と
み
ら
れ
て
き
た

（
１４
）
が
、
こ
れ
ま
た
別
物
で
あ
る
こ
と
が
す
で

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
１５
）

る
。
た
だ
小
泉
久
遠
寺
代
官
日
義
の
書
写
し
た
底
本
が
、「
い
ろ
は
字
」
に
利
用
さ
れ
た
「
曾
我
物
語
」
で

あ
っ
た
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。

そ
の
他
、
前
掲
鈴
木
著
書
に
妙
本
寺
に
「
日
我
自
筆
の
『
貞
観
政
要
』
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
近
藤
喜
博
博
士
教
示
）」
と

あ
る
が
、
現
在
妙
本
寺
に
あ
る
「
貞
観
政
要
」
は
、
す
で
に
拙
稿
「
安
房
妙
本
寺
所
蔵
『
什
物
台

（
１６
）
帳
』」
の
「
解
題
」
で
も
指
摘
し

た
様
に
、
日
我
段
階
の
も
の
で
は
な
く
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
作
成
の
北
山
（
重
須
）
本
門
寺
蔵
本
（
宗
祖
日
�
御
真
筆
。

重
要
文
化
財
指
定
）
の
複
製
本
で
あ
る
。

な
お
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
八
月
一
日
以
降
に
纏
め
ら
れ
た
「
里
見
義
堯
室
追
善
記
」
に
は
、「
源
氏
物
が
た
り
（
語
）

五
十
帖
」
か
ら
種
々
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
い
ろ
は
字
」
で
利
用
さ
れ
た
も
の
と
同
一
本
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

や
は
り
別
物
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
現
存
し
て
い
な
い
。
私
物
と
し
て
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
と
「
弘
通
要
文
集
」
上
巻
に
み
え
る
書
籍
で
、
現
存
日
我
「
職
原
抄
」
私
下
巻
の
底
本
と
の
関
係
が

想
定
さ
れ
た
「
職
原
抄
」
も
、
ま
た
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」（
十
巻
）
も
、
い
ず
れ
も
そ
の
編
纂
の
際
に
利
用
さ
れ
た
原
本
で
は

な
い
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
た
。

（１２９）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



第
三
章

「
八
雲
抄
」
の
出
現

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
「
い
ろ
は
字
」
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
国
書
の
一
点
、「
八
雲
抄
」
と
同
名
な
書
物
が
、
過
日
某
古
書
店
を
通

じ
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
妙
本
寺
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
検
討
し
た
い
。

そ
も
そ
も
、「
八
雲
抄
」（「
八
雲
御
抄
」）
と
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
順
徳
天
皇
（
建
久
八
年
〈
一
一
九
七
〉
七
月
七
日
〜
仁
治
三

年
〈
一
二
四
二
〉
九
月
十
四
日
）
が
、
編
集
・
集
大
成
し
た
六
巻
（
正
義
・
作
法
・
枝
葉
・
言
語
・
名
所
・
用
意
各
部
）
か
ら
な
る

歌
学
書
で
あ
る
。
以
後
の
多
く
の
写
本
・
注
釈
書
の
存
在
は
、
歌
学
の
専
門
書
と
し
て
珍
重
さ
れ
、「
古
典
」
と
し
て
多
い
に
読
ま

れ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
述
の
中
山
法
華
経
寺
住
持
日
祐
の
本
尊
聖
教
録
に
も
、「
源
氏
目
録
一
帖
」「
伊
勢
物
語
事
四

帖
」「
古
今
集
ノ
注
三
帖
」
な
ど
と
並
ん
で
「
歌
双
紙
等
」（
十
八
点
）
の
一
冊
と
し
て
「
八
雲
抄
一
ヽ
（
帖
）」
が
み
え
る
。
過
日

確
認
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
六
巻
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
と
さ
れ
る
第
二
巻
「
作
法
部
」
一
冊
（
以
下
、
本
書
と
称
す
）
で
あ

る
（
写
真
版
参
照
）。
帙
入
り
で
、
料
紙
は
鳥
の
子
、
装
訂
は
冊
子
（
袋
綴
・
裏
打
ち
あ
り
）
で
あ
る
。
な
お
、
題
箋
「
八
雲
抄

妙
本
寺
日
我
旧
蔵
本

一
冊
」
は
、
は
る
か
後
年
に
帙
入
り
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
八
雲
抄
」
第
二
巻
「
作
法
部
」
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
編
『
八
雲
御
抄
の
研
究

正
義
部
作
法
部
本
文
篇
・
研
究
篇
・

索
引
篇
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
が
主
要
な
国
立
国
会
図
書
館
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
細
川
幽
斎
本
・
国
立
公
文
書

館
蔵
内
閣
文
庫
本
を
掲
載
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書
が
、
そ
の
如
何
な
る
系
統
に
属
す
る
か
な
ど
の
文
献
学
的

研
究
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
よ
る
精
査
研
究
を
待
ち
た
い
。

本
書
に
は
、「
倉

」「
蔵
書
」（
一
・
一
糎
×
〇
・
七
粍
）
と
い
う
朱
の
蔵
書
印
（
写
真
版
参
照
）
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
倉
野
氏
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の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
倉
野
氏
自
体
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敬
編『
日
本
書
誌
学
大
系
近
代
蔵
書
印
譜
』

（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
二
月
以
降
）
な
ど
を
検
索
し
た
限
り
で
は
、
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
本
文
に
「
合
イ
」「
此
段
一
本

細
事
ニ
テ

入
」
な
ど
の
追
筆
と
全
体
的
な
「
此
本
相
違
之
所
多
可
校
合
」
の
朱
書
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
倉
野
氏
の
も
の
か
否
か
も

不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
益
知
ハ
腎
虚
ヲ
治
ス
下
集
モ
ル
�
ヲ
書
」
と
い
う
意
味
不
明
な
墨
書
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
誰
の
も
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
が
日
我
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
妙
本
寺
常住

日
我
（
花
押
）」
の
署
判
の
存
在
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
そ
の
点

か
ら
も
貴
重
な
図
書
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
に
「
妙
本
寺
常住

日
我
（
花
押
）」
と
み
え
、
ま
た
「
い

ろ
は
字
」
下
巻
に
「
妙
本
寺
常住

日
我
（
花
押
）」
と
み
え
た
の
と
同
様
、
日
我
が
妙
本
寺
に
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
表
記
で
あ
る
。

問
題
は
日
我
の
寄
進
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
点
に
関
す
る
記
載
は
「
曾
我
物
語
」
と
同
様
に
み
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
日
我
の
花
押
形
の
如
何
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
日
我
の
場
合
、
必
ず
し
も
時
間
差
を
と
も
っ
た
明
瞭
な

変
化
を
示
さ
ず
、
そ
の
系
年
特
定
の
判
断
材
料
と
は
な
り
が
た
い
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
「
八
雲
抄
」
の
花
押
形
が
、
永
禄
二
年
十

二
月
十
日
成
立
の
「
い
ろ
は
字
」
の
日
我
の
花
押
形
と
も
、
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
の
花
押
形
と
も
、
微
妙
に
異
な
る
こ
と
は
、

三
者
三
様
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
の
時
間
差
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う

（
１７
）
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
日
我
が
金
谷
城
で
の
書
籍
焼
失
を
踏
ま
え
て
、
精
力
的
に
諸
書
の
「
類
聚
」
と
書
写
を
行
い
、
そ
の
延
長
上
に

妙
本
寺
へ
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
点
、
寄
進
の
初
見
が
そ
れ
こ
そ
永
禄
二
年
十
二
月
の
「
い
ろ
は
字
」
に
し

て
、
そ
れ
に
続
く
の
が
永
禄
四
年
三
月
十
一
日
付
五
箇
相
承
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
永
禄
年
代
以
降
の
寄
進
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
永
禄
十
年
十
月
十
三
日
の
谷
山
妙
顕
寺
へ
の
隠
居
が
、
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な

（１３１）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



い
。そ

の
意
味
で
、
三
書
と
も
、
永
禄
年
代
以
降
の
各
段
階
に
日
我
か
ら
妙
本
寺
に
寄
進
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
三
月
以
前
に
、
ま
た
「
い
ろ
は
字
」
と
「
八
雲
抄
」
は
、
後
年
（
江
戸
時
代

中
後
期
以
降
か
）
に
寺
外
に
流
失
し
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
の
み
、
あ
る
段
階
に
日
向
延
岡
の
末
寺
本
東
寺
か
ら
妙
本
寺
に
戻
っ
た

と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

な
お
、
日
我
が
「
い
ろ
は
字
」
編
纂
の
際
、「
八
雲
抄
」
を
利
用
し
た
こ
と
は
、
同
書
の
「
八
雲
ニ

書
」「
在
八
雲
」
と
い
う
記
載

（
五
箇
所
所
在
す
）
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
が
そ
の
「
八
雲
抄
」
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
。
そ
れ
は
、

鈴
木
氏
も
注
意
さ
れ
た
様
に
「
中
に
は
孫
引
き
も
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
後
の
入
手
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
時
点
で
い
ず
れ
と
も
断
定
し
難
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

お

わ

り

に

以
上
の
検
討
の
結
果
、「
い
ろ
は
字
」
下
巻
と
「
弘
通
要
文
集
」
上
巻
に
み
え
る
書
籍
で
、
現
存
日
我
「
職
原
抄
私
」
下
巻
の
底

本
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
た
「
職
原
抄
」
も
、
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
も
、
い
ず
れ
も
そ
の
編
纂
の
際
に
利
用
さ
れ
た
原
本
で
は

な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
度
、
確
認
さ
れ
た
「
八
雲
抄
」
も
、
現
時
点
で
は
い
ず
れ
と
も
断
定

し
難
い
と
い
う
見
通
し
と
な
っ
た
。
や
は
り
日
我
の
い
う
「
諸
（
書
）
籍
悉
焼
亡
」「
文
庫
焼
却
」「
諸
冊
子
、
於
金
谷
城
為
灰
燼
」

「
諸
聖
教
、
於
金
谷
城
焼
亡
」と
い
う
言
葉
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
以
後
の
精
力
的
な
諸
書
の「
類
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聚
」
と
書
写
、
そ
し
て
妙
本
寺
へ
の
寄
進
や
「
納
置
」
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
「
八
雲
抄
」
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
「
作
法
部
」
一
冊
が
、
近
時
巷
間
に
現

（
１８
）
れ
、
元
の
妙
本

寺
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
奇
跡
的
な
慶
事
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
日
我
が
漢
籍
・
国
書
・
仏
書
に
多
大
な
関
心
を
持
ち
、
ま
た
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
が
、
こ
の
度
の

「
八
雲
抄
」
の
出
現
は
、
そ
う
し
た
日
我
の
姿
勢
を
改
め
て
想
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
絡
ん
で
、
漢
籍
・
国
書
・
仏

書
全
体
を
含
め
て
日
�
僧
・
日
我
の
蔵
書
構
成
を
推
定
復
元
す
る
作
業
は
、
当
時
の
日
�
僧
の
知
的
源
泉
を
問
う
だ
げ
で
な
く
、
妙

本
寺
の
在
地
寺
院＝

地
域
の
学
問
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
在
り
様
の
追
究
の
面
か
ら
も
、
今
後
の
重
要
な
課
（
１９
）
題
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

し
、
小
論
を
閉
じ
る
。

註（
１
）

例
え
ば
、
小
笠
原
長
和
『
中
世
房
総
の
政
治
と
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）、
拙
著
『
中
世
東
国
日
�
宗
寺
院
の

研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）・『
中
世
東
国
政
治
史
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）・『
安
房
妙
本
寺
日
我

一
代
記
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
及
び
『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
中
世
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
、
佐
藤
執
筆
分
）
な
ど
。

以
下
の
一
般
的
な
叙
述
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）

例
え
ば
、
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
六
年
三
月
）、『
日
�
宗
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
三

月
）
を
参
照
。

（
３
）

こ
う
し
た
研
究
は
、
例
え
ば
、
室
町
期
公
家
一
条
家
の
蔵
書
を
検
討
し
た
小
川
剛
生
「
室
町
後
期
一
条
家
の
蔵
書
に
つ
い
て
―
兼

良
・
冬
良
・
兼
冬
に
よ
る
保
管
と
活
用
―
」（『
室
町
時
代
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

（１３３）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



（
４
）

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
寺
尾
英
智
「
聖
教
目
録
の
基
礎
的
研
究
―
日
祐
『
本
尊
聖
教
録
』
に
つ
い
て
―
」（『
日
�
聖
人
真
蹟
の
形
態

と
伝
来
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
三
月
）、
中
尾
堯
「
日
蓮
真
蹟
遺
文
の
継
承
�
―
中
山
法
華
経
寺
日
祐
の
場
合
―
」（『
日
�
真
蹟

遺
文
と
寺
院
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
５
）

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
大
谷
吾
道
「
千
葉
妙
本
寺
蔵
『
弘
通
要
文
集
』
に
関
す
る
考
察
」（
二
〇
〇
一
〇
年
六
月
三
日
の
興
風
談
所

勉
強
会
で
の
発
表
レ
ジ
ュ
メ
。『
興
風
』
二
十
三
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
発
刊
予
定
に
掲
載
予
定
）
に
詳
し
い
。
そ
の
成
立
の
時
期
を

「
下
限
は
『
い
ろ
は
字
』
が
成
立
し
た
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
以
前
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
草
案
の
な
っ
た
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
以

前
と
考
え
る
。
ま
た
、
上
限
は
筆
致
か
ら
の
想
像
だ
が
、『
開
目
抄
』
を
筆
写
し
た
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
以
後
と
考
え
た
い
」
と

す
る
。

（
６
）

例
え
ば
、
近
時
日
蓮
の
思
想
形
成
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
る
「
貞
観
政
要
」「
臣
軌
」「
唐
鏡
」
の
う
ち
「
唐
鏡
」（
藤
原

茂
範
〈
元
久
元
年
【
一
二
〇
四
〜
？
】〉
作
）
が
み
え
な
い
の
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
日
祐
の
本
尊
聖
教
録
に
し
て

も
同
様
で
あ
る
が
。
こ
の
「
唐
鏡
」
と
日
蓮
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
上
弘
道
「『
強
仁
状
御
返
事
』
に
つ
い
て
―
『
延
山
録
外
』
所

収
『
強
仁
状
御
返
事
』
草
案
か
ら
得
ら
れ
る
新
知
見
を
中
心
に
―
」（『
興
風
』
二
十
二
号
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）・「『
延
山
録
外
』『
唐

鏡
要
文
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
三
日
の
興
風
談
所
定
例
勉
強
会
レ
ジ
ュ
メ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）

本
史
料
は
、
大
黒
喜
道
編
『
安
房
妙
本
寺
第
十
四
世
日
我

一
流
相
伝
大
事
私
』（
興
風
談
所
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）、
妙
本
寺
本
「
一

流
相
伝
大
事
私
」（
日
侃
執
筆
・
日
涌
写
本
）、「
一
流
相
伝
」（
日
常
執
筆
・
奥
書
日
我
筆
）
に
よ
っ
た
。

（
８
）

た
だ
日
我
が
金
谷
城
に
移
し
た
の
は
、
上
記
の
様
に
妙
本
寺
の
諸
道
具
・
仏
具
と
聖
教
・
俗
書
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宗

祖
日
蓮
の
曼
茶
羅
本
尊
（「
萬
年
救
護
御
本
尊
」）
や
不
動
明
王
・
愛
染
明
王
感
見
記
、
御
書
（
日
蓮
遺
文
）
写
本
な
ど
の
重
要
寺
宝
類
は
、

「
宝
蔵
」
で
の
厳
護
の
み
な
ら
ず
様
々
な
方
法
で
格
護
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
拙
稿
「
妙
本
寺
の
『
虫
払
い
』
に
つ
い
て
」『
中

世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研
究
』）。
な
お
、
現
存
す
る
日
興
・
日
目
・
日
郷
以
下
の
曼
茶
羅
本
尊
（『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
３
（
県

内
文
書
２
）』
二
〇
〇
二
年
三
月
所
載
「
妙
本
寺
所
蔵
曼
茶
羅
本
尊
目
録
」）
や
日
興
・
日
目
の
日
郷
宛
以
外
の
書
状
類
（
曾
祢
宛
書
状
な

ど
）
が
何
時
如
何
な
る
段
階
に
妙
本
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
安
曼
荼
羅
本
尊
二
幅
な
ど

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
号

（１３４）



は
、
前
住
鎌
倉
日
櫻
（
二
〇
〇
九
年
九
月
一
八
日
遷
化
）
段
階
に
末
寺
遠
本
寺
（
千
葉
県
鴨
川
市
奈
良
林
字
久
保
）
か
ら
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
日
我
曼
荼
羅
本
尊
二
幅
が
檀
家
（
笹
生
家
・
日
高
家
）
か
ら
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
（「
妙

本
寺
所
蔵
曼
荼
羅
本
尊
目
録
」
未
記
載
）。

（
９
）

こ
の
点
は
、
拙
稿
「
安
房
妙
本
寺
と
中
山
法
華
経
寺
―
戦
国
期
の
一
通
の
文
書
か
ら
―
」（『
千
葉
史
学
』
五
十
三
号
、
二
〇
〇
八
年

一
二
月
）
で
素
描
し
た
。

（
１０
）

こ
の
妙
本
寺
本
の
識
語
に
は
、「
或
職
原
ノ
奥
書
ニ
ア
リ

本
云
正
平
二
�
十
二
月
一
日
写
之
畢
点
畢

権
左
中
弁
兼
左
近
衛
少
将
源
顕
統
（
中
略
）
寛
正

五
�
甲申
月
上
旬
候
、
以
権
大
外
記
隼
人
正
家
ノ
本
ヲ
書
写
読
合
畢

述
者

日
我
判
」
と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
該
本
が
北
畠
親

房
の
甥
顕
統
の
所
持
本
の
系
統
を
ひ
く
権
大
外
記
隼
人
正
本
を
書
写
し
た
系
統
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
関
東
本
で
あ

る
。
こ
の
権
大
外
記
隼
人
正
は
、
中
原
康
顕
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
珠
紀
「『
職
原
抄
』
の
伝
来
に
つ
い
て
」（
阿
部
猛

編
『
中
世
政
治
史
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
を
参
照
。

（
１１
）

こ
の
長
狭
宮
内
�
は
、
日
我
の
依
頼
を
受
け
て
天
正
六
年
四
月
に
日
要
本
を
書
写
し
た
「
長
狭
宮
内
�
」、
天
正
八
年
五
月
二
日
に

薩
摩
阿
闍
梨
日
長
ら
と
「
妙
法
蓮
華
経
文
句
上
」
に
を
書
写
し
た
「
宮
内
�
公
日
健
」
と
、
同
人
で
あ
ろ
う
（
妙
本
寺
蔵
「（
仮
称
）
諸

合
本
雑
記
」
興
風
談
所
編
『
校
訂
妙
本
寺
典
籍
調
査
』
二
〇
〇
五
年
七
月
）。
長
狭
と
あ
る
の
で
、
遠
本
寺
系
の
人
物
と
思
わ
れ
る
。

（
１２
）

例
え
ば
、
白
山
芳
太
郎『
職
原
鈔
の
基
礎
的
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
一
九
八
〇
年
二
月
）・
加
地
宏
江『
中
世
歴
史
叙
述
の
展
開
―「
職

原
抄
」
と
後
期
軍
記
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
九
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
１３
）

こ
の
件
に
つ
い
て
の
日
向
伊
東
家
と
妙
本
寺
の
関
係
を
示
す
史
料
は
、
ま
っ
た
く
残
存
し
て
い
な
い
。
両
者
の
関
係
は
、
た
だ
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
吉
日
成
立
の
妙
本
寺
蔵
「
年
中
行
事
帳
」（『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
二
十
五
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
「
六

月

伊
東
殿
へ
暑
中
見
舞
状

尤
役
僧
方
之
諸
用
ニ
文
段
も
有
」
と
み
え
、
江
戸
時
代
末
期
に
「
暑
中
見
舞
状
」
を
交
換
す
る
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
１４
）

例
え
ば
、
角
川
源
義
『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
三
月
）
な
ど
。

（１３５）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



（
１５
）

こ
の
点
は
、
山
口
稔
「
富
士
門
徒
に
伝
来
し
た
真
字
本
曾
我
物
語
」（『
駿
河
』
十
六
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
大
黒
喜
道
「
真
名

本
『
曽
我
物
語
』
と
宗
祖
遺
文
『
秋
元
御
書
』
お
よ
び
日
興
門
流
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
興
風
』
十
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
な
ど
の

指
摘
に
よ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
、
昨
今
の
「
曾
我
物
語
」
研
究
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
、
い
い
難
い
。
例
え
ば
、『
伊
東

市
史
史
料
編
古
代
・
中
世
』
坂
井
孝
一
氏
担
当
分
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
な
ど
を
み
ら
れ
た
い
。

（
１６
）

本
史
料
は
、『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
二
十
六
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）
に
収
録
済
み
で
あ
る
。

（
１７
）

�
い
ろ
は
字
下
の
日
我
の
花
押
形

�
「
八
雲
抄
」
の
日
我
の
花
押
形
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�
妙
本
寺
本
「
曾
我
物
語
」
の
日
我
の
花
押
形

（
１８
）

そ
の
他
、
近
年
巷
間
に
現
れ
た
妙
本
寺
旧
蔵
本
に
日
我
「
立
正
安
国
論
私
見
聞
」（
拙
稿
「
安
房
妙
本
寺
日
我
と
『
立
正
安
国
論
私

見
聞
』」『
日
本
歴
史
』
七
四
七
号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
が
あ
る
。
な
お
、
今
後
と
も
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
近
年
正
法
寺
（
大

阪
市
中
央
区
中
寺
）
で
確
認
さ
れ
た
明
応
元
年
十
二
月
二
十
三
日
付
日
要
奥
付
「
宗
祖
要
文
断
片
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
房
妙
本
寺

と
和
泉
堺
本
伝
寺
―
新
出
史
料
の
検
討
―
」（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
四
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
で
検
討
を
試
み
た
。

（
１９
）

こ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
国
文
学
研
究
に
お
け
る
「
資
料
学
」
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
中
世
文
学
会
編
『
中
世
文
学

研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
所
載
の
諸
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
付
記
】
小
論
執
筆
に
際
し
、
鎌
倉
日
誠
・
池
田
令
道
・
坂
井
法
曄
諸
師
、
内
山
直
樹
・
滝
川
恒
昭
両
氏
か
ら
種
々
貴
重
な
教
示
を

え
た
。
記
し
て
拝
謝
す
。

（１３７）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―
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四
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（１３８）



（１３９）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―
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（１４１）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



千
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（１４３）

安
房
妙
本
寺
日
我
と
蔵
書
―
―
―

「
曾
我
物
語
」「
八
雲
抄
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



蔵書印（拡大）
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